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　「天遊」は、荘子の言葉から引用されたも

ので、人間の心の中に自然に備わっている

余裕をあらわしています。キャンパス統合

移転の記念に旧師範学校以来の同窓会3団

体から寄贈された記念碑に銘文として刻

まれています。記念碑の揮毫は、水嶋昌（山

耀）本学名誉教授によるものです。

「天遊」とは

本誌にご意見をお寄せください。
　広報室では、今後の誌面づくりに皆様のご意

見を積極的に取り入れていきたいと考えていま

す。ご感想やご意見、大阪教育大学についてお知

りになりたいことなどを、はがきまたはwebア

ンケートでお聞かせください。

本紙は再生紙を使用し、環境にやさしいベジタブルインキで印刷しています。

この印刷物は、16,000部を826,200円で、すなわち1部51.64円で作成しました。

　本学卒業生で現在本学教養
学科芸術専攻の非常勤講師で
ある短編アニメーション作家の
和田淳（わだあつし）氏が、世界
三大映画祭の一つである第62
回ベルリン国際映画祭で「銀熊
賞」（審査員賞）を受賞しました。
同氏が監督を務めたフランスの
短編アニメーション映画「グレー
トラビット」が、高く評価されたも
のです。

　和田氏は、教養学科芸術専
攻美術コースで学び、3回生の
時に独学でアニメーション制作
を始めました。これまでに短編や
アニメの国際映画祭で数多くの
賞を受賞し、2007年からは本学
非常勤講師としてアニメーション
を教えています。
　芸術講座の江藤亮准教授は
「平成22年のベネチア映画祭
での上映も驚きましたが、今回は
それを上回っています。和田君に
は、非常勤講師として芸術専攻
の授業を担当していただいてい
るので、直接学んだ学生たちも
大変喜んでおります。現在は在
外研修員としてイギリス滞在中
ですが、今年9月に帰国してすぐ、
後期の授業を担当される予定で
す。これからも、本学の学生に夢
と希望を提供し続けて欲しいと
願っております」と話しています。

　公開講演会「ＣＡＲＥプログラム
の実際－研究と実践に学ぶ」を1月
26日（木）、天王寺キャンパス・ミレ
ニアムホールで開催しました。
　ＣＡＲＥとは、米国のシンシナティ
子ども病院のトラウマ治療研修セ
ンターで開発された、子どもと関わ
る大人のための心理教育的介入
プログラムです。講師は、アメリカ・
シンシナティ大学のバーバラ W．
ボート博士（ＤＲ．Barbara　Ｗ．
Boat）で、ＣＡＲＥプログラムの開発
者であり、実践家へのトレーニング
部門のディレクターです。
　このプログラムでは、落ち着きが
なかったり、困った行動をしてしまい
がちな子どもとの関係を、今より良
好に、互いの絆を強めることをめざ
しています。
　ボート博士は、「“ドアを開けてく
れたのが嬉しい”“時間通り勉強を
やり遂げたことが素晴らしい”など、
子どもが何をどのようにほめられて
いるのかが分かるように具体的に
声を掛けるのがポイント」など、母親
と娘のデモンストレーションなどをま
じえながら、場面場面でどのように
効果的なやりとりをしたらいいのか、
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アドバイスを行いました。

　学生広報グループDAIKYO 
PRESS(大教プレス)が、1月25日
(水)に「放射能」についての勉強
会を柏原キャンパスで開催し、本
学学生約20人が参加しました。
　今回の勉強会は、将来教師や
親となった時、「放射能」について
子どもにきちんと伝えるために、基
本的な知識を身につけることを目
的としています。
　講演では、まず鵜澤武俊准教
授（教養学科自然研究講座）が、
放射線の単位や除染について、
実際に「GM管式サーベイメー
ター」（携帯用放射線測定器）を
使いながら説明しました。さらに、松
本鉄也教授（教養学科健康生活
科学講座）が、人体の影響につい
て、医療現場の写真などを使い説
明しました。
　学生は熱心に耳をかたむけ、講
演後には活発な質疑応答が交わ
されました。最後に、子どもに伝え
ていくために「今日からできること」
をテーマに学生同士で意見交換
が行われました。

　新入生のみなさん、入学おめでとうございます。
　さて、みなさんは、大学時代に何を経験してみようと考えていますか。もちろん、勉学に勤
しむといったこともあるでしょうが、大学時代にしかできない経験、大学時代にこそしておくべ
き経験とは何かを考えてみてください。
　例えば、リュクサックを背負ってしばらく海外を放浪してもいいし、１か月部屋にこもって読
書に熱中するのもいい、サークル活動に没頭してもいいと思います。ただ、その経験が何の
役に立つのかということはあまり考えない方がいいかもしれません。何のためにこういうことを
経験しておこうといったことでは、その経験の本当の意味や価値をつかみ損なうことになり
かねません。いずれにせよ、目先のことにこだわらず、今ここで何かに打ち込んでみる、そん
な経験をしてみてほしいと考えています。それこそが、大学時代ならではの豊かな経験にな
るに違いありません。そのことをわたしからの「新入生へのメッセージ」とします。

新入生への
メッセージ

卒業生
CATCH！

附属学校園
ウォッチ

STUDENTS
NOW

TOPICS卒業予定者インタビュー
Goes The Distance

ラボ訪問

大阪教育大学長　長尾 彰夫

教員養成課程長　石田 雅人 教養学科長　高橋 誠 夜間学部主事　田中 俊弥

新入生へのメッセージ新入生へのメッセージ
大学時代にしかできない経験を

　入学おめでとうございます。これからの学
生生活を、将来を見据えた意義深い時間に
するために、思考力と感性を磨くことに時間を
割いてみませんか。いかにして磨けばいいの
でしょうか。その一歩は、多面的な視点を養う
ことです。それが感性の豊かさにもつながると
思います。その点で、現在の大阪という地は、
それを可能にする状況にあります。
　「教育の在り方」に関してかまびすしく論議
されています。教育の中立とは何か、民意は
教育にどのように反映されるべきか、子どもの
学力向上のために何をなすべきか、国際競
争力の育成のためどのような方法が良いの
か、などなど。少し大きい問題ですが、関心を
もつことによって、「見通す力」を養いましょう。

　新入生のみなさん、大学生活は順調にスタート
しましたか。現時点で将来の生き方の目標が定
まっていない人もいるでしょう。たとえ目標が定まっ
ていなくても、チャレンジ精神をこの４年間の大学
生活で育むことができれば、きっと将来の生き方の
選択肢は広がると思います。
　まずは目の前の小さな興味から出発しても良い
のですが、物事の探求に「凝る」ということが大切
です。これは勉学だけでなく趣味などにも当てはま
ることです。他にはない「自らのもの」と言えるに至
るまで探求を持続してください。こうした「自らのも
の」を諦めずに追求する時期が大学４年間です。
４年間の各年次で「自らのもの」をどれだけ獲得し
たかが大学生活の充実度に繋がっています。「自
らのもの」の獲得は、「やれば出来る」というチャレ
ンジ精神を育み、生き方の選択肢を広げてくれる
はずです。そうした道程の出発点が大学１年次で
す。この１年間を大切にしてほしいと思います。

　ようこそ大阪教育大学へ。昭和24年
（1949）に大阪学芸大学として再編された本
学は、昭和29年（1954）、全国唯一の夜間の
小学校教員養成5年課程（3年次編入を含
む）である第二部をスタートさせました。第二
部も、もうすぐ還暦を迎えます。
　本学の特徴のひとつは、「多様性」と「総合
性」にあります。グローバルな時代社会のなか
にあって、大切なことは、世界に開かれた個
性であるかと思います。志を高くもち、多様な
仲間と切磋琢磨しながら、しなやかな知性を
もった総合力のある人格をめざして日々研鑽
につとめ、ゆるぎない自己を確立してください。
　道は、進むところからできていく。ともに前進
していきましょう。

多角的な目を
もちましょう

志を高くもち
自己を確立
しよう！

「やれば出来る」
というチャレンジ
精神を
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ー教職をめざしたきっかけは。
太田　社会に貢献できる仕事をずっと考えて
いました。教員以外の道を考えていた時期も
ありましたが、子どもが好きで小さいときからピ
アノやヴァイオリンを習っていたこともあり、幼
稚園や小学校の先生が自分には適している
のではないかと思うようになりました。
　大阪教育大学に入学して、入学当初は小
学校の教員をめざしていましたが、特別支援
教育を学ぶうちにその重要さに気付き惹かれ
るようになりました。教育実習は小学校と特別
支援学校に行きました。そこでの授業づくりに
魅力を感じ、特別支援学校の教員を受験する
ことに決めました。
ー大学の4年間はいかがでしたか。
太田　同じ特別支援教育を学ぶ仲間から刺
激を受けながら充実した学生生活を過ごしま
した。課外活動では、「聴覚障害学生と共に
手話を学ぶ会」に1回生から参加しました。プ
ライベートでは社会人のアマチュアオーケスト

企業などで仕事を経験しました。特に教育大
学にいるとなかなか聞くことのできない、教育
関係者とは全く違う視点、考え方にふれること
ができました。学校現場に身を置いたときにも
役に立つと思います。

ラに所属してヴァイオリンを弾いています。
ー趣味は。
太田　音楽と海外旅行です。最近では、ドイツ、
韓国、ベトナム、トルコなどを訪れました。父が教
員で海外の日本人学校に勤務していた関係で、
小さい頃から外国で生活する機会に恵まれたこ
ともあり、様 な々外国の文化に興味があります。
　また、課外活動で勉強した手話を生かすため
に手話通訳の活動や、教員採用試験が終わっ
てからは、ドイツの日本人学校で小学生に向け
て手話の授業や、キャリア教育の一環で“ようこ
そ先輩”的な授業をさせていただいて楽しい時
間を過ごしました。
ー後輩へのメッセージを。
太田　学生時代にできるだけ多分野にわたっ
て多くの経験をしておくことをおすすめします。教
職をめざしているからといって、教育関係だけに
とどまらず、全く違う分野のアルバイトやボラン
ティアなどを体験するのも大きな力になると思
います。わたしも、意識的に福祉施設や民間

ー教職をめざしたきっかけは。
祖川　中学校時代の恩師に憧れたからです。
ぼくが所属していた陸上部と野球部の顧問
をされていました。大変熱心な先生で、生徒
一人ひとりにかかわり、みてくれる方でした。
進路についても後押しをしていただき、工業
高校に進みました。高校では陸上部に入り長
距離を一生懸命に取り組み、目標である駅
伝の全国大会出場を果たすことができました。
何事にも目標を立ててチャレンジすれば、叶え
ることができると学びました。
ー学部の4年間はいかがでしたか。4月からは
大学院に進まれるのですね。
祖川　教員養成課程があり、学生数が多く、
自然環境のよい国立大学が希望だったので、
大阪教育大学を選びました。工業高校での
学びを発展させるためにも学部では技術教
育を専攻しました。

　大学でも、陸上競技部に入り、長距離を続
けました。忙しかったですが、好きなことができ
たので楽しく充実した4年間でした。大学院で
は技術教育全般により専門的な知識を学び
たいと思っています。
ー陸上競技部の活動で学んだことは。
祖川　競技活動以外にチームの運営の方も
担当しました。部員のことを考えるだけでなく、
ＯＢとの連絡調整なども行いました。競技の駅
伝は仲間との協力が大切なので、通じるもの
がありました。
　友人としゃべることが好きなので、大切なの
はやはり友人ですね。
ー後輩へのメッセージを。
祖川　4年間はすぐに過ぎてしまいます。目標
を立てて、それに向かって努力することが大切
だと思います。

中学校教員養成課
程技術家庭専攻技

術コース

祖川 拓也さん（22歳
）

▶▶大学院技術教
育専攻に進学

特別支援教育教員養成課程 病弱教育コース太田 有紀さん（23歳）▶▶大阪市立特別支援学校に内定

中学校教員養成課程保健体育専攻太田越 大輔さん（22歳）▶▶兵庫県・小学校教員として勤務予定

教育関係以外の体験や、
考え方にふれることも大きな力に。

いろいろな人に出逢って
いろいろな経験を。

ー兵庫県内の中学校の数学で採用内定に
なったということですが、不安はありませんか。
北垣　クラス担任、クラブ指導、授業をどのよ
うにうまく両立させるのか、課題に思っていま

仲間です。
ーところで、数学の先生になるということです
が、数学の面白さは。
北垣　数学はひらめきだという人がいますが、
わたしは少し違います。基礎の積み重ねが
あってはじめて難しい問題をも解くことができ
るところが面白いと感じます。難問も読み解く
と、四則演算（足し算、引き算、掛け算、割り
算）に行き着きます。数学は、中学生の嫌いな
教科の上位に上がりますが、面白さを、生徒
に教えていきたいです。
ー教職をめざす後輩へのメッセージを。
北垣　大学時代にいろいろな人に出逢って、
いろいろな経験をするのが大切だと思います。
仲間とのおしゃべりが大好きなのでたくさんの
友人ができました。わたしの経験から、教職を
めざすのであれば、教育実習以外にも学習ボ
ランティア等で学校現場での指導体験を積
んでおくことが、自信を高めることになるのでは
ないでしょうか。

す。真面目すぎるといわれていますので、ひとり
で抱え込まず、周りの先生方のサポートや協
力を得られるよう、頼るところは頼りながら、教
師生活をスタートさせようと思っています。
ー教職をめざしたきっかけは。
北垣　1歳から保育所に通っていたので、小
さい頃は保育士になりたかったです。小学校で
素敵な2人の先生に出逢って、教師に憧れま
した。ところが、中学校に入って、生徒会や部
活はがんばったのですが、将来への夢があや
ふやになり、もやもやとしていました。わたしって
本当に教師になりたいのだろうかって。
　教職志望が固まったのが高校1年のときで
す。担任が数学の先生で、わたしを理解し応
援してくれました。大阪教育大学への受験を
後押ししてくれたのもその先生でした。
ー大学4年間はいかがでした。
北垣　ダンスサークルＬＳＢで活動しました。メ
ンバーに教員採用試験をがんばった仲間がた
くさんいます。これからもつきあっていけるいい

今春、巣立つ卒業生を広報スタッフがインタビューしました。

目標を立てて、それに向かって
努力することが大切。

ー教職をめざしたきっかけは。
太田越　中学校時代のバスケットボール部
の顧問の先生に憧れました。先生からは、人
間としての生き方を教えられました。特に「人
の気持ちを考えられるようになれ」という言葉
はずっと響いています。高校時代も教員にな
りたいという気持ちを胸に抱いていました。そ
して迷わず、大阪教育大学をめざしました。
ー高校までバスケだったのが、アメリカンフッ
トボール部に転じたのですね。
太田越　新入生歓迎会でアメフトの先輩か
ら説明を聞いて、明るくて和気あいあいの雰
囲気が気に入りました。4年間はアメフト漬け
でした。1年目は、先輩に一から教えてもらい、
付いていくのがやっとでした。2回生からレ
ギュラーでゲームに起用されました。
ーポジションは、オフェンスのレシーバーとい
うことですね。
太田越　クオーターバックからのロングパス

をキャッチし、タッチダウンに持ち込む役割で
す。バスケットボールで身につけた動きが、レ
シーバーの動きに役に立つということで選ば
れました。
ーアメフトの仲間や後輩へメッセージは。
太田越　4回生のときにはキャプテンを務め
させていただきましたが、ぼくのわがままを受け
止め、最後まで付いてきてくれた同級生には
感謝をしています。後輩の部員にも、口べたで
すが、最後まで信頼してくれたことに感謝して
います。来年度、コーチとして引き続き部員の
指導をさせていただけるので、1部リーグ昇格
に向けて共にがんばろうと思っています。
ー趣味は。
太田越　スポーツは見るのもやるのも大好き
です。ＮＢＡプロバスケットボールのテレビ観戦
は興奮します。
ー最後に、大教生に対するメッセージを。
太田越　大学生となれば何をするにも自分

自分主体で動き、いい仲間と巡り合って。

goes the distance
goes the distance

小学校教員養成課
程 理数生活系数学

専攻

北垣 千裕さん（22歳
）

▶▶兵庫県・中学
校（数学）に内定

主体で動くので、他人に流されず、自分がやり
たいことを見つけてほしいと思います。ぼくは
アメフトでかけがえのない仲間を得ることがで
きました。大学時代にいい仲間と巡り合ってく
ださい。
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ー教職をめざしたきっかけは。
太田　社会に貢献できる仕事をずっと考えて
いました。教員以外の道を考えていた時期も
ありましたが、子どもが好きで小さいときからピ
アノやヴァイオリンを習っていたこともあり、幼
稚園や小学校の先生が自分には適している
のではないかと思うようになりました。
　大阪教育大学に入学して、入学当初は小
学校の教員をめざしていましたが、特別支援
教育を学ぶうちにその重要さに気付き惹かれ
るようになりました。教育実習は小学校と特別
支援学校に行きました。そこでの授業づくりに
魅力を感じ、特別支援学校の教員を受験する
ことに決めました。
ー大学の4年間はいかがでしたか。
太田　同じ特別支援教育を学ぶ仲間から刺
激を受けながら充実した学生生活を過ごしま
した。課外活動では、「聴覚障害学生と共に
手話を学ぶ会」に1回生から参加しました。プ
ライベートでは社会人のアマチュアオーケスト

企業などで仕事を経験しました。特に教育大
学にいるとなかなか聞くことのできない、教育
関係者とは全く違う視点、考え方にふれること
ができました。学校現場に身を置いたときにも
役に立つと思います。

ラに所属してヴァイオリンを弾いています。
ー趣味は。
太田　音楽と海外旅行です。最近では、ドイツ、
韓国、ベトナム、トルコなどを訪れました。父が教
員で海外の日本人学校に勤務していた関係で、
小さい頃から外国で生活する機会に恵まれたこ
ともあり、様 な々外国の文化に興味があります。
　また、課外活動で勉強した手話を生かすため
に手話通訳の活動や、教員採用試験が終わっ
てからは、ドイツの日本人学校で小学生に向け
て手話の授業や、キャリア教育の一環で“ようこ
そ先輩”的な授業をさせていただいて楽しい時
間を過ごしました。
ー後輩へのメッセージを。
太田　学生時代にできるだけ多分野にわたっ
て多くの経験をしておくことをおすすめします。教
職をめざしているからといって、教育関係だけに
とどまらず、全く違う分野のアルバイトやボラン
ティアなどを体験するのも大きな力になると思
います。わたしも、意識的に福祉施設や民間

ー教職をめざしたきっかけは。
祖川　中学校時代の恩師に憧れたからです。
ぼくが所属していた陸上部と野球部の顧問
をされていました。大変熱心な先生で、生徒
一人ひとりにかかわり、みてくれる方でした。
進路についても後押しをしていただき、工業
高校に進みました。高校では陸上部に入り長
距離を一生懸命に取り組み、目標である駅
伝の全国大会出場を果たすことができました。
何事にも目標を立ててチャレンジすれば、叶え
ることができると学びました。
ー学部の4年間はいかがでしたか。4月からは
大学院に進まれるのですね。
祖川　教員養成課程があり、学生数が多く、
自然環境のよい国立大学が希望だったので、
大阪教育大学を選びました。工業高校での
学びを発展させるためにも学部では技術教
育を専攻しました。

　大学でも、陸上競技部に入り、長距離を続
けました。忙しかったですが、好きなことができ
たので楽しく充実した4年間でした。大学院で
は技術教育全般により専門的な知識を学び
たいと思っています。
ー陸上競技部の活動で学んだことは。
祖川　競技活動以外にチームの運営の方も
担当しました。部員のことを考えるだけでなく、
ＯＢとの連絡調整なども行いました。競技の駅
伝は仲間との協力が大切なので、通じるもの
がありました。
　友人としゃべることが好きなので、大切なの
はやはり友人ですね。
ー後輩へのメッセージを。
祖川　4年間はすぐに過ぎてしまいます。目標
を立てて、それに向かって努力することが大切
だと思います。

中学校教員養成課
程技術家庭専攻技

術コース

祖川 拓也さん（22歳
）

▶▶大学院技術教
育専攻に進学

特別支援教育教員養成課程 病弱教育コース太田 有紀さん（23歳）▶▶大阪市立特別支援学校に内定

中学校教員養成課程保健体育専攻太田越 大輔さん（22歳）▶▶兵庫県・小学校教員として勤務予定

教育関係以外の体験や、
考え方にふれることも大きな力に。

いろいろな人に出逢って
いろいろな経験を。

ー兵庫県内の中学校の数学で採用内定に
なったということですが、不安はありませんか。
北垣　クラス担任、クラブ指導、授業をどのよ
うにうまく両立させるのか、課題に思っていま

仲間です。
ーところで、数学の先生になるということです
が、数学の面白さは。
北垣　数学はひらめきだという人がいますが、
わたしは少し違います。基礎の積み重ねが
あってはじめて難しい問題をも解くことができ
るところが面白いと感じます。難問も読み解く
と、四則演算（足し算、引き算、掛け算、割り
算）に行き着きます。数学は、中学生の嫌いな
教科の上位に上がりますが、面白さを、生徒
に教えていきたいです。
ー教職をめざす後輩へのメッセージを。
北垣　大学時代にいろいろな人に出逢って、
いろいろな経験をするのが大切だと思います。
仲間とのおしゃべりが大好きなのでたくさんの
友人ができました。わたしの経験から、教職を
めざすのであれば、教育実習以外にも学習ボ
ランティア等で学校現場での指導体験を積
んでおくことが、自信を高めることになるのでは
ないでしょうか。

す。真面目すぎるといわれていますので、ひとり
で抱え込まず、周りの先生方のサポートや協
力を得られるよう、頼るところは頼りながら、教
師生活をスタートさせようと思っています。
ー教職をめざしたきっかけは。
北垣　1歳から保育所に通っていたので、小
さい頃は保育士になりたかったです。小学校で
素敵な2人の先生に出逢って、教師に憧れま
した。ところが、中学校に入って、生徒会や部
活はがんばったのですが、将来への夢があや
ふやになり、もやもやとしていました。わたしって
本当に教師になりたいのだろうかって。
　教職志望が固まったのが高校1年のときで
す。担任が数学の先生で、わたしを理解し応
援してくれました。大阪教育大学への受験を
後押ししてくれたのもその先生でした。
ー大学4年間はいかがでした。
北垣　ダンスサークルＬＳＢで活動しました。メ
ンバーに教員採用試験をがんばった仲間がた
くさんいます。これからもつきあっていけるいい

今春、巣立つ卒業生を広報スタッフがインタビューしました。

目標を立てて、それに向かって
努力することが大切。

ー教職をめざしたきっかけは。
太田越　中学校時代のバスケットボール部
の顧問の先生に憧れました。先生からは、人
間としての生き方を教えられました。特に「人
の気持ちを考えられるようになれ」という言葉
はずっと響いています。高校時代も教員にな
りたいという気持ちを胸に抱いていました。そ
して迷わず、大阪教育大学をめざしました。
ー高校までバスケだったのが、アメリカンフッ
トボール部に転じたのですね。
太田越　新入生歓迎会でアメフトの先輩か
ら説明を聞いて、明るくて和気あいあいの雰
囲気が気に入りました。4年間はアメフト漬け
でした。1年目は、先輩に一から教えてもらい、
付いていくのがやっとでした。2回生からレ
ギュラーでゲームに起用されました。
ーポジションは、オフェンスのレシーバーとい
うことですね。
太田越　クオーターバックからのロングパス

をキャッチし、タッチダウンに持ち込む役割で
す。バスケットボールで身につけた動きが、レ
シーバーの動きに役に立つということで選ば
れました。
ーアメフトの仲間や後輩へメッセージは。
太田越　4回生のときにはキャプテンを務め
させていただきましたが、ぼくのわがままを受け
止め、最後まで付いてきてくれた同級生には
感謝をしています。後輩の部員にも、口べたで
すが、最後まで信頼してくれたことに感謝して
います。来年度、コーチとして引き続き部員の
指導をさせていただけるので、1部リーグ昇格
に向けて共にがんばろうと思っています。
ー趣味は。
太田越　スポーツは見るのもやるのも大好き
です。ＮＢＡプロバスケットボールのテレビ観戦
は興奮します。
ー最後に、大教生に対するメッセージを。
太田越　大学生となれば何をするにも自分

自分主体で動き、いい仲間と巡り合って。
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養護教諭養成課程朝枝 亜依さん（22歳）▶▶東京都・高校養護教諭に内定

第二部小学校教
員養成5年課程（

1年次入学）

向 奈津美さん（23
歳）

▶▶高槻市・小
学校教員に内定

特別支援教育教員養成
課程 

肢体不自由児教育コース

苗村 彰子さん（23歳）
▶▶豊中市・小学校教員

に内定

第二部小学校教員養成5
年課程（3年次編入学）

徳富 慎弥さん（26歳）
▶▶大学院実践学校教

育ＦＴコースに進学

ー教職をめざしたきっかけは。
朝枝　学校が好き、子どもが好きでした。なん
となく教師を意識したのは中学生のときです。
その夢が実像となったのは高校2年です。バ
スケットボールをやっていて、骨折してしまい
県大会の出場を断念したことがありました。焦
りと悩みで苦しんだのですが、親身になって
相談に乗ってくださったのが保健室の先生
だったのです。同じ教職の仕事にも養護教諭
という職種があり、子どもたちの心と体を診る
大事な仕事だと知りました。わたしも養護教
諭となって健康の面から子どもたちを支えた
いと思いました。大阪教育大学を選んだのは、
養護教諭養成課程があり、オープンキャンパ
スで、先輩の学生から親切にアドバイスをい
ただいたからです。
ー大学4年間はいかがでしたか。
朝枝　目標が同じ仲間と刺激をし合いながら
過ごしました。スポーツではバスケットボール
のサークルで活動しました。

　活動の面では、奈良県橿原市内の小学校
で養護教諭のボランティアを行いました。また、
柏原市民病院では発達障がいの子どもたち
の支援ボランティアを行い、「発達障がいに
おける保護者と養護教諭の連携」について
卒論をまとめました。
ー養護教諭は1校に一人の少数職種。「ひと
りでもがんばる」という気概が感じられます。
4月から東京の学校に赴任すると聞きました。
期待と不安の両方があると思いますが。
朝枝　東京は知らない土地なので学校の様
子はどうなのか不安はありますが、その分、新
しい出逢いもたくさんあると思います。楽しみた
いですね。接客のアルバイトをずっとしていま
したので、人と話し、関わり、つながることは好
きです。初めての人とでもうまくやっていく自信
はあります。
ー後輩へのメッセージを。
朝枝　振り返ると大学の4年間はあっという
間でした。後輩の皆さんも、アルバイト、ボラン

自分の将来につながる勉学に
意識的に取り組んで。

ー教職をめざしたきっかけは。
苗村　父が中学校の教師をしており、家で
生徒の話を嬉しそうにしているのを見ていまし
た。大変な仕事とは思っていますが、やりがい
があるのではないかと感じました。そして、父の
母校である大阪教育大学を選びました。毎日、
自宅の伊丹から2時間かけて通いました。
ー大学時代の4年間はいかがでした。
苗村　特別支援の仲間たちと楽しく学生生
活を送ることができました。2回生から大阪府
立茨木支援学校、交野支援学校で支援員と
してボランティアを行いました。大変充実した
現場体験をさせていただき、その中で特別支
援教育は教育の原点だと思いました。
ーアルバイト体験が豊富だと聞いていますが。
苗村　東京ディズニーランドが大好きなので、
大阪市にあるＵＳＪ（ユニバーサル・スタジオ・
ジャパン）でのアルバイトを2回生から続けて
います。大勢の観客を前にアトラクションの運

営を行いました。多くの人の前で話し、人と関
わる経験をたくさん積みました。幅広い年齢の
方と連携しながら働いたので、コミュニケー
ション力や度胸はついたと思います。
ー教壇に立ち、保護者への対応なども大丈
夫ですね。
苗村　体力と度胸には自信があるので、「ど
んとこい」といいたいところですが、教師はなん
といっても授業だと思うので、授業力をもっと
身に付けたいと思っています。
ー後輩へのメッセージを。
苗村　4年間で夢中になり、「学生時代にこ
れをがんばった」と、人に言えるものを見つけ
て、一生懸命に取り組んでほしいと思います。
また、就職に当たっては、キャリア支援セン
ターのアドバイザーの先生方に大変お世話
になりました。気軽に門を叩いてほしいですね。

学生時代にこれをがんばったと
言えるものを見つけて。

goes the distance
goes the distance

ティアも大事ですが、自分の将来の仕事に
つながる勉学に意識的に取り組んでいただ
ければ、夢の実現に近づくことができると思
います。

－教職をめざしたきっかけは。
向　小学校時代の担任への憧れから、ずっ
と教職に就きたかったのですが、４回生の教
育実習で授業がうまくいかず、ぼろぼろでした。
自信を失い、教職を諦めかけていました。でも、
５回生の教育実習で出逢った先生が大変素
晴らしかったのです。「最初からすぐにうまくい
くはずがない。努力の積み重ねだ」とアドバイ
スをくださいました。その先生の後ろ姿から、教
職ってやりがいのある仕事だと思い、子ども
が好きだということは変わらなかったので、心
を入れ直してチャレンジしたらいい結果が出ま
した。
－二部を選んだのは。
向　大学入試センター試験がうまくいかず、１
年間、予備校に通いました。教師になる夢を
持ち続けていたところ、予備校で出逢った先
生に教えていただき、二部の存在を知りまし
た。夜間に通うことができて、しかも１日２時間
の５年間授業というスローペースが、わたしに

とってぴったりだと思いました。
－５年間の大学生活はいかがでした。
向　和歌山の自宅から通学していたので、課
外活動はできませんでした。ただ、学生局の新
入生歓迎や卒業生を送る実行委員会等には
参加させていただき、そこでは学生の自主的
な活動の大切さを実感しました。
　ひとりで勉強はつらいので、教員採用試験
を一緒にがんばった仲間と励まし合いました。
その仲間とは固い友情で結ばれています。も
う会える機会が少なくなり、寂しいですが、学
校現場へ出てからも、つきあっていける友達と
して共に成長していきたいです。
－後輩へのメッセージを。
向　仲間を大切にしてほしい。そして、諦めず
努力をすれば夢を叶えることができるというこ
とです。
－抱負を。
向　家族の支えも有り難かったです。一番喜
んでくれたのが祖母です。祖母は若い頃、先

諦めず努力をすれば
夢を叶えることができる。

大学から離れて外でやりたいことを
見つけることも大切。

生になりたかったけれど、様々な理由で断念
したということです。家族の思いも背負ってが
んばっていきたいと思います。

－教職をめざしたきっかけは。
徳富　小学校5、6年のときの担任が素晴ら
しい方でした。本気で子どもたちと関わる先生
で、怒ると恐かったです。あんな大人になりた
いという憧れがありました。その影響で漠然と
教師になりたいと考えていました。

－最初は私立大学に入学されたのですね。
徳富　中学高校とバレーボールをやっていま
して、そのスポーツ推薦で関西外国語大学に
入学しました。中学校の英語教師になるつも
りでしたが、インターンシップで体験した小学
校が素晴らしくて、自分に合っているなと感じ
ました。1年の通信教育で小学校免許を取る
つもりでしたが、3年間しっかり勉強できるとこ
ろがあると聞いて、二部に編入学しました。学
費が安いのも魅力でした。
－編入学後、休学して、海外に飛び出したの
ですね。
徳富　青年海外協力隊に参加し、アフリカに
派遣されました。ぼくの財産であるバレーボー
ルを生かし、スポーツを通じて青少年を育成す
るボランティア活動に取り組みました。
－教育の重要性を痛感されたとか。
徳富　アフリカで最貧国のニジェール共和
国で活動をしたのですが、病気の予防や生活

にかかわる子どもたちの知識はすべて教育が
かかわっていました。国を動かしているのも教
育の力でした。
－昨年3月下旬に帰国し復学されて1年。卒
業後は、もう少し勉強したくて、大学院に進
まれるのですね。
徳富　専門にしているのが小学校の英語で、
もう少し専門性を磨いたうえで、学校現場に
赴任したいと思っています。指導教員の柏木
賀津子先生からも背中を押していただきまし
た。小学校英語を通じて、世界へ羽ばたく子
どもたちを育てるのが夢です。
－後輩へのメッセージを。
徳富　ぼく自身、バレーボールや青年海外
協力隊に参加することで多くの仲間、友人を
得ることができました。後輩の皆さんも、大学
から離れて外でやりたいことを見つけることも
いいと思います。
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▶▶大学院実践学校教

育ＦＴコースに進学

ー教職をめざしたきっかけは。
朝枝　学校が好き、子どもが好きでした。なん
となく教師を意識したのは中学生のときです。
その夢が実像となったのは高校2年です。バ
スケットボールをやっていて、骨折してしまい
県大会の出場を断念したことがありました。焦
りと悩みで苦しんだのですが、親身になって
相談に乗ってくださったのが保健室の先生
だったのです。同じ教職の仕事にも養護教諭
という職種があり、子どもたちの心と体を診る
大事な仕事だと知りました。わたしも養護教
諭となって健康の面から子どもたちを支えた
いと思いました。大阪教育大学を選んだのは、
養護教諭養成課程があり、オープンキャンパ
スで、先輩の学生から親切にアドバイスをい
ただいたからです。
ー大学4年間はいかがでしたか。
朝枝　目標が同じ仲間と刺激をし合いながら
過ごしました。スポーツではバスケットボール
のサークルで活動しました。

　活動の面では、奈良県橿原市内の小学校
で養護教諭のボランティアを行いました。また、
柏原市民病院では発達障がいの子どもたち
の支援ボランティアを行い、「発達障がいに
おける保護者と養護教諭の連携」について
卒論をまとめました。
ー養護教諭は1校に一人の少数職種。「ひと
りでもがんばる」という気概が感じられます。
4月から東京の学校に赴任すると聞きました。
期待と不安の両方があると思いますが。
朝枝　東京は知らない土地なので学校の様
子はどうなのか不安はありますが、その分、新
しい出逢いもたくさんあると思います。楽しみた
いですね。接客のアルバイトをずっとしていま
したので、人と話し、関わり、つながることは好
きです。初めての人とでもうまくやっていく自信
はあります。
ー後輩へのメッセージを。
朝枝　振り返ると大学の4年間はあっという
間でした。後輩の皆さんも、アルバイト、ボラン

自分の将来につながる勉学に
意識的に取り組んで。

ー教職をめざしたきっかけは。
苗村　父が中学校の教師をしており、家で
生徒の話を嬉しそうにしているのを見ていまし
た。大変な仕事とは思っていますが、やりがい
があるのではないかと感じました。そして、父の
母校である大阪教育大学を選びました。毎日、
自宅の伊丹から2時間かけて通いました。
ー大学時代の4年間はいかがでした。
苗村　特別支援の仲間たちと楽しく学生生
活を送ることができました。2回生から大阪府
立茨木支援学校、交野支援学校で支援員と
してボランティアを行いました。大変充実した
現場体験をさせていただき、その中で特別支
援教育は教育の原点だと思いました。
ーアルバイト体験が豊富だと聞いていますが。
苗村　東京ディズニーランドが大好きなので、
大阪市にあるＵＳＪ（ユニバーサル・スタジオ・
ジャパン）でのアルバイトを2回生から続けて
います。大勢の観客を前にアトラクションの運

営を行いました。多くの人の前で話し、人と関
わる経験をたくさん積みました。幅広い年齢の
方と連携しながら働いたので、コミュニケー
ション力や度胸はついたと思います。
ー教壇に立ち、保護者への対応なども大丈
夫ですね。
苗村　体力と度胸には自信があるので、「ど
んとこい」といいたいところですが、教師はなん
といっても授業だと思うので、授業力をもっと
身に付けたいと思っています。
ー後輩へのメッセージを。
苗村　4年間で夢中になり、「学生時代にこ
れをがんばった」と、人に言えるものを見つけ
て、一生懸命に取り組んでほしいと思います。
また、就職に当たっては、キャリア支援セン
ターのアドバイザーの先生方に大変お世話
になりました。気軽に門を叩いてほしいですね。

学生時代にこれをがんばったと
言えるものを見つけて。

goes the distance
goes the distance

ティアも大事ですが、自分の将来の仕事に
つながる勉学に意識的に取り組んでいただ
ければ、夢の実現に近づくことができると思
います。

－教職をめざしたきっかけは。
向　小学校時代の担任への憧れから、ずっ
と教職に就きたかったのですが、４回生の教
育実習で授業がうまくいかず、ぼろぼろでした。
自信を失い、教職を諦めかけていました。でも、
５回生の教育実習で出逢った先生が大変素
晴らしかったのです。「最初からすぐにうまくい
くはずがない。努力の積み重ねだ」とアドバイ
スをくださいました。その先生の後ろ姿から、教
職ってやりがいのある仕事だと思い、子ども
が好きだということは変わらなかったので、心
を入れ直してチャレンジしたらいい結果が出ま
した。
－二部を選んだのは。
向　大学入試センター試験がうまくいかず、１
年間、予備校に通いました。教師になる夢を
持ち続けていたところ、予備校で出逢った先
生に教えていただき、二部の存在を知りまし
た。夜間に通うことができて、しかも１日２時間
の５年間授業というスローペースが、わたしに

とってぴったりだと思いました。
－５年間の大学生活はいかがでした。
向　和歌山の自宅から通学していたので、課
外活動はできませんでした。ただ、学生局の新
入生歓迎や卒業生を送る実行委員会等には
参加させていただき、そこでは学生の自主的
な活動の大切さを実感しました。
　ひとりで勉強はつらいので、教員採用試験
を一緒にがんばった仲間と励まし合いました。
その仲間とは固い友情で結ばれています。も
う会える機会が少なくなり、寂しいですが、学
校現場へ出てからも、つきあっていける友達と
して共に成長していきたいです。
－後輩へのメッセージを。
向　仲間を大切にしてほしい。そして、諦めず
努力をすれば夢を叶えることができるというこ
とです。
－抱負を。
向　家族の支えも有り難かったです。一番喜
んでくれたのが祖母です。祖母は若い頃、先

諦めず努力をすれば
夢を叶えることができる。

大学から離れて外でやりたいことを
見つけることも大切。

生になりたかったけれど、様々な理由で断念
したということです。家族の思いも背負ってが
んばっていきたいと思います。

－教職をめざしたきっかけは。
徳富　小学校5、6年のときの担任が素晴ら
しい方でした。本気で子どもたちと関わる先生
で、怒ると恐かったです。あんな大人になりた
いという憧れがありました。その影響で漠然と
教師になりたいと考えていました。

－最初は私立大学に入学されたのですね。
徳富　中学高校とバレーボールをやっていま
して、そのスポーツ推薦で関西外国語大学に
入学しました。中学校の英語教師になるつも
りでしたが、インターンシップで体験した小学
校が素晴らしくて、自分に合っているなと感じ
ました。1年の通信教育で小学校免許を取る
つもりでしたが、3年間しっかり勉強できるとこ
ろがあると聞いて、二部に編入学しました。学
費が安いのも魅力でした。
－編入学後、休学して、海外に飛び出したの
ですね。
徳富　青年海外協力隊に参加し、アフリカに
派遣されました。ぼくの財産であるバレーボー
ルを生かし、スポーツを通じて青少年を育成す
るボランティア活動に取り組みました。
－教育の重要性を痛感されたとか。
徳富　アフリカで最貧国のニジェール共和
国で活動をしたのですが、病気の予防や生活

にかかわる子どもたちの知識はすべて教育が
かかわっていました。国を動かしているのも教
育の力でした。
－昨年3月下旬に帰国し復学されて1年。卒
業後は、もう少し勉強したくて、大学院に進
まれるのですね。
徳富　専門にしているのが小学校の英語で、
もう少し専門性を磨いたうえで、学校現場に
赴任したいと思っています。指導教員の柏木
賀津子先生からも背中を押していただきまし
た。小学校英語を通じて、世界へ羽ばたく子
どもたちを育てるのが夢です。
－後輩へのメッセージを。
徳富　ぼく自身、バレーボールや青年海外
協力隊に参加することで多くの仲間、友人を
得ることができました。後輩の皆さんも、大学
から離れて外でやりたいことを見つけることも
いいと思います。
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File.018 さらなる高みをめざして
教養学科芸術講座（音楽コース）

教授 中務 晴之

　「素晴らしい学生に、素晴らしい教師陣、そ
して素晴らしいオーケストラ。講座主任として
音楽コースの教育のレベルの高さをオープン
キャンパスなど、機会がある度にアピールして
います」
　父が音楽好きで、二人の息子を音楽家の
道に歩ませました。「兄はチェリスト。自分は11
歳からフルートを始めました。ピアノを弾くこと
から始めましたが、小学校高学年のときに
オーケストラを聴きフルートに憧れました」
　東京藝術大学音楽学部器楽科に入学。
卒業後、大学院音楽研究科修士課程に進
み、1983年修了。25歳でドイツの国立フラ
イブルク音楽大学専攻科に留学。ウィリア
ム・ベネット氏に師事しました。
　「この留学が、人生の転機になりました」。
心から信頼できる先生に巡り会うことができ、
初めは今までの演奏を全否定されたといいま
す。「入試に失敗、異国の地での1年間の浪
人生活も経験し、一から出直して没頭しまし
た。演奏するということに対しての試行錯誤
の毎日でした」
　帰国後の1987年から、生まれ故郷である
大阪に活動の拠点を移し、大阪教育大学、
大阪音楽大学で後進の指導に当たる傍ら、
これまでに12回のリサイタルを催すなど、盛

一から曲を見直し、深く研究したいと思ってい
ます」。ソリストとして、さらなる高みをめざし飽く
なきこだわりをもち続けています。「オーケスト
ラは音楽の総合体であり、大学の象徴的存
在です。この規模と演奏レベルの高いオーケ
ストラは他の国立教員養成系大学には存在
しません。大切に育てていきたいです」
　「趣味は」と尋ねると、「鉄チャン」という答
えが返ってきました。「電車の運転席の後ろに
陣取ってかぶりつくのが好きなのです。幼いこ
ろから利用している阪急電車のことはなんで
も知っていますよ」

んにソロ及び室内楽活動を続けています。ま
た、現代作曲家の新作の演奏にも力を注ぎ、
その功績が認められて2003年、日本の音楽
展特別奨励賞を受賞。ピアニストとしても多く
の外国人音楽家と共演しています。
　学生の教育指導について、「わたしたちの
学生時代は楽譜をじっくり読み込んで自分な
りに解釈し、練習を重ねて演奏をしました。あ
る意味大変でしたが、オリジナルなものを生み
出すことができたように思います。最近の学
生は新しい曲に取り組む際、まずはＣＤを聴
いてから練習を始める。ネットで配信される動
画を見て、もうその曲を熟知
したかのような錯覚に陥って
いる。果たしてこれでよいので
しょうか？ 楽譜を読み込み、
自分自身のイメージを膨らま
せ、構成を考え仕上げていく
という過程を経て初めて説得
力のあるものができるのだと
思います。努力の結果が滲
み出てくるような演奏が求め
られると思います」　
　「新しい演奏法を発見しま
した。そのイメージを掴んだと
ころです。また、初心に戻って

（なかつかさ はるゆき）

ー美術コースを選んだきっかけは。
寺田　小さい頃から絵を描くことが好きでした。
中学校のとき、美術科のある高校に入学した
かったのですが、両親の希望と折り合いを付
けて、普通科の進学校に入学しました。勉強
を頑張る一方で、部活は美術部に打ち込みま
した。
ー就職活動はいかがでしたか。
寺田　デザイン会社に就職すると決めていま
したので、一般企業への就活は行わず、3回
生の時からデザイン会社にインターンシップで
参加しました。その活動を見ていただき、社員
として採用されることになりました。即戦力とし
て認められたのが嬉しかったです。
ー4年間の学校生活はいかがでしたか。
寺田　デザインのスキルアップをめざして、実
践経験を積もうと、学生チャレンジプロジェクト
の雑誌制作、音楽活動をしている学生が制
作したＣＤのジャケットデザインなどを手がけま
した。また、デザインを請け負う団体「montee」
を立ち上げ、様々なデザインを請け負ったり、

団体の宣伝としてフリーペーパーの発行を行
いました。その実績をまとめたポートフォリオは、
デザイン会社に内定をいただく大きな武器に
なりました。
　即戦力のスキルを磨くために、依頼のあっ
たデザインを率先して受け入れました。また、
学生広報グループ・DAIKYO PRESS（大
教プレス）の立ち上げから参加させていただ
きました。面白かったです。メンバーもどんどん
増え、活動もゆっくりだけど着実に成長し嬉し
く思います。
ー後輩へのメッセージを。
寺田　何がしたいのか分からない場合は、逆
に何をしたくないかという方向で考えると方向
性が決まってくることもありますよ。自分がやり
たいことと向いていることは違うと思うのです。
自分には何が向いているのかを考えるポイント
として、人にほめられたことや、何かをして人に
感謝された経験などをヒントに仕事を選んでい
くといいのではないでしょうか。その仕事が好き
なことであれば、いうことはありません。

ークラブ活動の陸上競技部でしっかりがん
ばったようですね。
塩谷　陸上の長距離走を思い切りできる大
学を捜して、オープンキャンパスに参加しまし
た。陸上競技部員から親切・丁寧に説明して

いただき、受験を決めました。中学校の英語
にも関心がありましたので、欧米言語文化
コースを選びました。
ー就職活動はいかがでしたか。
塩谷　なんでも自分でやってみたく、人の力
は借りるつもりはなかったのですが、途中で進
路に迷いが生じ、キャリア支援センターや友
人に相談をしました。自己分析やエントリー
シートの書き方、面接のノウハウなどを教えて
いただき、大変勉強になりました。
ー勉強になったというポイントは。
塩谷　分かっているつもりでも、自分のことっ
て意外と知らないことが多いということに気
づきました。自己分析の結果や友人の評価
はだいぶ違っていました。自分がどのような職
業に向いているのかを探るうえで参考になり
ました。
ーエントリーシートや面接でどのようなアピー
ルをされたのですか。
塩谷　採用担当者には、陸上競技部での

教養学科文化研究
専攻欧米言語文化

コース

塩谷 彰久さん（22歳
）

▶▶ＪＲ西日本に内
定

教養学科芸術専攻美術コース寺田 彩乃さん（23歳）▶▶デザイン会社に内定

ほめられたことや、
感謝された経験をヒントに。

常にアンテナを張り巡らせて、
自分からチャンスをつかみ取る積極性を。

goes the distance
goes the distance

活動に注目してもらい、何でも真面目にこつ
こつ最後までやり遂げたところを評価してい
ただいたようです。陸上は4回生の秋まで行
い、昨年11月には目標の駅伝にも出場でき
ました。
ー後輩へのメッセージを。
塩谷　やはり客観的に自分を見る努力をす
べきだと思います。また、社会人となれば、約
束の時間に遅刻しないということが大切です。
時間を守るという習慣は、学生のうちから生
活の中で身につけて置くべきだと思います。
　大学時代は時間があるので、目標がなけ
ればだらだら過ごしてしまいがちです。アメリカ
での語学研修留学で、外国人学生の姿勢か
ら痛感させられたことですが、待っているので
はなく、常にアンテナを張り巡らせて、自分か
らチャンスをつかみ取る積極性が求められて
います。
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この規模と演奏レベルの高い

オーケストラは他の国立

教員養成系大学には存在しません。

大切に育てていきたい。
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教養学科文化研究
専攻欧米言語文化

コース

塩谷 彰久さん（22歳
）

▶▶ＪＲ西日本に内
定

教養学科芸術専攻美術コース寺田 彩乃さん（23歳）▶▶デザイン会社に内定

ほめられたことや、
感謝された経験をヒントに。

常にアンテナを張り巡らせて、
自分からチャンスをつかみ取る積極性を。

goes the distance
goes the distance

活動に注目してもらい、何でも真面目にこつ
こつ最後までやり遂げたところを評価してい
ただいたようです。陸上は4回生の秋まで行
い、昨年11月には目標の駅伝にも出場でき
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ー後輩へのメッセージを。
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この規模と演奏レベルの高い

オーケストラは他の国立

教員養成系大学には存在しません。

大切に育てていきたい。
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File.020 「授業研究と教師の成長」をテーマに研究
第二部実践学校教育講座 大学院・教育学研究科

教授 木原 俊行（きはら としゆき）

File.019 「チーム援助」を学校現場に
教員養成課程学校教育講座 

准教授 水野 治久（みずの はるひさ）

　「教師の不登校の問題がいま、学校現場
で起きているのをご存じですか。大学を出たば
かりの教員が、担任するクラスの子どもたちを
うまくまとめることができず、いわゆる“学級崩
壊”状態になり、深刻な挫折を味わってしまう。
そして、学校のなかで孤立し、出口のない苦し
みに陥り、バーンアウトしてしまうケースが増え
ています。管理職が教師の自宅を“家庭訪問”
したり、教師の保護者との相談にのったりす
るということが起こっています」
　学級崩壊は、若い教師だけではなく、ベテ
ラン教師のクラスにも多く起こっているといわ
れています。保護者に対する教師の説明責
任が厳しく問われるようになったこともその背
景にあります。いじめ、不登校、学級崩壊、児
童虐待、ひいては教師の早期退職などの課
題を解決する手段の1つとして、教師のチー
ム力を高める「チーム援助」があります。　　
　「チーム援助」とは、学校現場において、援
助ニーズが大きい子どものために、学級担任、
養護教諭、スクールカウンセラー、福祉の専
門家、保護者などがそれぞれの専門性を生か
してチームを組み、サポート案を考え、援助を
提供することです。
　水野准教授は、この「チーム援助」を、大阪
府内の小・中学校などに実際に導入し、自ら

て一人前だというのです。「他の先生に援助を
求めることは恥であり、担任教師のプライドが傷
つくという意識があります。カウンセリングをやっ
ていても、なかなか相談できない先生方もいらっ
しゃいます。教師は子どもを管理する責任がある
と思うとなかなかチーム援助に踏み込めません。
管理する責任もあるけれども、子どもを援助する
援助者としての役割もあるのです。そこに気づく
ことでチーム援助がスタートするのです」
　学校においてチームで子どもの課題の解決
に当たるという考え方は新しいものではありませ
ん。これまでも学年団を中心に教師同士が集ま
り話し合いを重ね、子どもの問題を解決した事
例はたくさんありました。しかし、それは“日常的な
連携”であって、どちらかというとインフォーマルな
関係が優先される傾向がありました。「チーム援
助」はあくまでフォーマルな会議です。日常の仲
間関係を超えて、子どもの援助をみんなで考え
ていくシステムだといいます。
　「養護教諭はメンバーに欠かせません。教
師とは違う視点で日頃、子どもを見ていますか
ら。担任や生徒指導担当教員がみることので
きない子どもの様子を知って驚かれることがあ
ります」
　管理職だけでなく、学校関係者みんなが
チームとなって、子どもを多面的に理解し、保
護者と信頼関係を構築し、学校をよりよい方
向に進めていくための、“仕掛け”の1つとして
の「チーム援助」を学校現場に定着させること
が、水野准教授の大きな仕事となっています。

もその会議に毎回出席、専門であるカウンセ
リング、学校心理学の立場からアドバイスをし
ています。その実践は先進的だとして、全国の
学校関係者から注目を集めています。
　広報スタッフが今年1月下旬に、月１回開
かれている援助会議を府内のある小学校に
訪ね、その議論の様子を取材しました。会議
では、気になる子どもについて、本人や友人、
家庭や保護者のことなど、担
任や養護教諭、生活指導担
当教員らが情報を交換して
いました。そして随所に、水野
准教授や管理職教員が質
問を投げかけ、意見を述べて
いました。
　「マスメディア、福祉、製造
業、そして最近では医療など
の分野において、チームで対
応するということは当たり前
になっています。学校は遅れ
ているのではないでしょうか」
　学校現場には、“学級の子
どもと向き合うのは担任”とい
う“学級王国”の考えが根強
くあります。担任一人で学級
をみる、それができて教師とし

　「授業研究と教師の成長」。木原教授が
現在、力を入れている研究テーマの１つです。
「教師という仕事は、日々授業をこなしておれ
ばいいというものではありません。今日より明
日と、常によりよい授業をめざして、授業の目
標や内容を吟味し、その方法を工夫しなけれ
ばなりません。そのためには、常に研究マイン
ドをもち続け、仲間と一緒に授業づくりを進め
る姿勢が求められます」
　そのテーマの実現に迫る大学院の講義の1
つとして「教職ファシリテーター論」（夜間大学
院・実践学校教育専攻、後期・毎週木曜日）
があります。広報スタッフは1月26日（木）、平成
23年度・第14回目の授業を取材しました。
　「学校現場での実践研究、いわゆる『校内
研修』を企画・運営する立場にあるのが研究
主任です。受講者たる現職教員に、そのため
の知識やスキルを獲得してもらうのがこの講
義の目的です」
　講義のプロセスは、前半で日本における校
内研修に関する理論（その意義、歴史や国
際比較、企画・運営手続きに関するモデルな
ど）について、木原教授が解説します。次に、
いくつかの事例を分析して、理論の実践化を
促します。そのうえで、受講生自身が所属校で
携わってきた校内研修に関して、その問題点
を振り返るとともに、それを改善するための方
法等を盛り込んだプランを作成します。これら
のパートの学習スタイルはワークショップやポ
スターセッションなど、双方向のものが主体で
す。前半も含めて、いずれも、木原教授が得
意にしているＩＣＴを駆使した指導で、効果を
上げています。
　16人の受講生は、多くが学校現場でミド
ルリーダー的な立場にあります。この日の授

学特論Ⅱ」（後期・毎週木曜日）の授業では、
NHK学校放送番組のディレクターや現職教
員に講義に参加してもらい、放送番組を活用
した授業プランを実践的に検討する場面を
受講生に提供しています。それは、教師をめざ
す学生にとって貴重な経験になっています。
また、大阪市立学校園と連携した学校評価
や、授業力アップサポート事業など、大学と学
校現場との連携に関する研究的活動も繰り
広げています。

業内容は「所属校の2012年度の校内研修
プランのポスター発表と相互批評」でした。ポ
スターに書かれた発表内容に対し、メンバー
同士が意見をたたかわせます。自分の力量
アップ、明日からの授業運営の向上につなが
るとあって、真剣そのものでした。
　一方、第二部小学校教員養成5年課程
の学生に対しては、先に紹介した「授業研究
と教師の成長」に加えて、「学校を基盤とする
カリキュラム開発」や「ICT活用などの授業に
おける教育メディアの利用」などに関する講
義や演習を担当しています。その１つ、「教育

常に研究マインドをもち続け、

仲間と一緒に授業づくりを進める

姿勢が求められている。

日常の仲間関係を超えて、

子どもの援助をみんなで

考えていく。
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　一方、第二部小学校教員養成5年課程
の学生に対しては、先に紹介した「授業研究
と教師の成長」に加えて、「学校を基盤とする
カリキュラム開発」や「ICT活用などの授業に
おける教育メディアの利用」などに関する講
義や演習を担当しています。その１つ、「教育

常に研究マインドをもち続け、

仲間と一緒に授業づくりを進める
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子どもの援助をみんなで

考えていく。
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File.021 “住居学”からまちづくりを実践的に追究
教養学科健康生活科学講座

教授 碓田 智子（うすだ ともこ）

　「研究室内ではなく、外へ出て学生との
フィールドワークや、地域の人と連携して、実
践的に追究するのがわたしの仕事スタイル
です」
　研究テーマは住居学・住生活学です。“住
居学”とは、「住まいと住まい方、住みやすさを
住み手の立場から考え、家づくりまちづくりに
生かす研究」だといいます。
　研究室では現在、学生（11人）と共に住
まい学習やまちづくり学習に関わっての実践
活動を行っています。
　その1つは、大阪市立住まいのミュージア
ム（大阪市北区、愛称：大阪くらしの今昔
館）とのコラボレーションで、博物館の展示
室や実物教材を活用した住まい学習の実践
研究です。
　2007年度からは、ミュージアム内の江戸
時代の町並みを実物大で再現した展示室
の空間を使って、学芸員やボランティア、学

　「教養学科の学生は教員免許の取得を
めざしていない場合でも、教育大学の環境
の中で、教育活動にかなり関心と理解をもっ
ています。スタッフとして活動する中で、自ら
も地域の伝統文化やそれを支える人たちを
知り、また、子どもたちとの関わり方を学んで
いきます」
　3つ目は、大学の地域貢献事業として、
2008年度から教養学科美術講座の五明真
准教授と合同で、美術コースの学生たちが
柏原市内のJR柏原駅周辺の店舗シャッター
に絵画を描く活動を進めています。毎年9月
～10月に実施され、これまで8軒、延べ20人
を超える学生が参加しています。
　「毎年１～２軒ですが、地域の人たちには
好評をいただいています。3日の制作期間中
に、通行人からも声を掛けていただいたりして
学生の励みになっています。多様な専門分
野の教員と学生がいる教育大学ならではの
取り組みだと思っています。学生たちにとって、
学外での活動は、住まいやまちづくりに関わ
る人たちに接する機会となっています」
　「わたしは地元・柏原市のまちづくり関係の
審議会に携わった経験から、大阪教育大学
の学生が、柏原市のことについてもう少し関
心を持ってもらいたいと思っています」
　日本野鳥の会の会員で、バードウォッチン
グが趣味。「柏原キャンパスは、樹木が豊富な
ので野鳥も多いです。気に入っています」

生と一緒に、子どもたちに住まいと暮らしの
文化を学んでもらう体験型の学習イベントを
毎年、企画・実践しています。
　2つ目の日本学術振興会の受託事業「ひ
らめき☆ときめきサイエンス」も、ゼミ学生と共
に運営しています。これは、都市祭礼の住文
化を生かしたまちづくりに関連して、八尾市
の八尾木地区で行われる「民芸つくりものま
つり」を子どもたちに体験してもらう学習イベ
ントです。つくりものとは、祭礼のお飾りの一
種で、生活道具や農作物などを使って動物
や人形などを作り、その趣向で見物人を驚か
せるものをいいます。
　八尾木では、野菜を使ったつくりものが町
内10数か所に展示されます。イベントでは、
つくりものの制作体験を通じて、子どもたち
に地域の伝統文化を知ってもらい、つくりも
のの展示空間となる町にも目を向けてもらい
ます。

　「生でふれようアーティスト 土の可能性を
探る」と題するワークショップが1月25日
（水）、本学柏原キャンパスで開催されました。
　講師を務めた本学出身の山下さんは、陶
を用いた空間表現を行っている若手陶芸
作家です。陶のもつ「強さと弱さ」という対極
にある両性質を生かして作品の制作を行っ
ています。「細くてしなやかな作品でありな
がら、存在感がある。そのテーマを読み取っ
てくだされば」。筒状で一見キノコをモチーフ
にした作品に、学生たちの関心が集まって
いました。
　ワークショップのテーマは「和紙と土を触
りながらつくる『かたち』」。参加した約20人
の学生らは和紙と土にふれながら、自分が
面白いと思う「かたち」を見つけ、制作に取り

第7回国際陶磁器展美濃　陶芸部門銀賞・
岐阜県知事賞のほか、第19回日本陶芸展
準大賞・日本陶芸展賞、現代陶彫展などを
次 と々受賞しました。
　「ぼくが陶芸作家になると言い出したら、教
職にある父から反対されました。やはり、教師
になってほしかったみたいです。いろいろな賞
で認められるようになりますと、観覧に来てく
れるようになりました」
　後輩には「２年間一生懸命に制作活動に
取り組むことができましたが、振り返ってみる
と、学生という特権を活用し、もう少しどん欲
にやっておけばという反省はあります。月並み
ですが、学生時代に自分のやりたいことに思
い切りぶつかってほしい」とエールを送ります。

組みました。
　山下さんは、兵庫県三田市にアトリエがあ
りますが、母校である大阪教育大学を会場に
作品の展示とワークショップを行うのは初め
ての試みです。「ぼくにとっても刺激的な取り
組みでした。こういう場を与えていただき有り
難く思います」
　兵庫県出身。美術の教師をめざして兵庫
教育大学芸術系専修コース（美術分野）に
進みました。素材である土と対話しながら制
作に取り組む現場の面白さを体験するうちに、
作家を意識したといいます。
　同大を卒業後、大阪教育大学大学院教
育学研究科美術教育専攻に入学しました。
稲富啓一郎教授に師事し、2年間学びました。

卒業生CATCH! Masa to
Yamash i taCATC
H!

profile
兵庫県に生まれる。

兵庫教育大学 芸術系専修コース

（美術分野）卒業

大阪教育大学大学院 教育学研究科 

美術教育専攻 修了

第9回日本現代陶彫展 マケット展 入選

第42回朝日陶芸展 入選

第7回国際陶磁器展美濃 陶芸部門銀賞・

岐阜県知事賞 

第5回出石磁器トリエンナーレ 佳作賞

第44回朝日陶芸展 入選

第19回日本陶芸展 準大賞・日本陶芸展賞
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大人への“壁”のような存在に

教養学科スポーツ専攻2007年3月卒
大阪府立堺西高等学校教諭

松永 義之さん（28歳）

卒業生CATCH! Yosh iyuk i

MatsunagaCATC
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　「生でふれようアーティスト 土の可能性を
探る」と題するワークショップが1月25日
（水）、本学柏原キャンパスで開催されました。
　講師を務めた本学出身の山下さんは、陶
を用いた空間表現を行っている若手陶芸
作家です。陶のもつ「強さと弱さ」という対極
にある両性質を生かして作品の制作を行っ
ています。「細くてしなやかな作品でありな
がら、存在感がある。そのテーマを読み取っ
てくだされば」。筒状で一見キノコをモチーフ
にした作品に、学生たちの関心が集まって
いました。
　ワークショップのテーマは「和紙と土を触
りながらつくる『かたち』」。参加した約20人
の学生らは和紙と土にふれながら、自分が
面白いと思う「かたち」を見つけ、制作に取り

第7回国際陶磁器展美濃　陶芸部門銀賞・
岐阜県知事賞のほか、第19回日本陶芸展
準大賞・日本陶芸展賞、現代陶彫展などを
次 と々受賞しました。
　「ぼくが陶芸作家になると言い出したら、教
職にある父から反対されました。やはり、教師
になってほしかったみたいです。いろいろな賞
で認められるようになりますと、観覧に来てく
れるようになりました」
　後輩には「２年間一生懸命に制作活動に
取り組むことができましたが、振り返ってみる
と、学生という特権を活用し、もう少しどん欲
にやっておけばという反省はあります。月並み
ですが、学生時代に自分のやりたいことに思
い切りぶつかってほしい」とエールを送ります。

組みました。
　山下さんは、兵庫県三田市にアトリエがあ
りますが、母校である大阪教育大学を会場に
作品の展示とワークショップを行うのは初め
ての試みです。「ぼくにとっても刺激的な取り
組みでした。こういう場を与えていただき有り
難く思います」
　兵庫県出身。美術の教師をめざして兵庫
教育大学芸術系専修コース（美術分野）に
進みました。素材である土と対話しながら制
作に取り組む現場の面白さを体験するうちに、
作家を意識したといいます。
　同大を卒業後、大阪教育大学大学院教
育学研究科美術教育専攻に入学しました。
稲富啓一郎教授に師事し、2年間学びました。

　「生徒に対し叱るときはきちんと叱ること
ができる、父母のように守ってあげるたくま
しい教師をめざしています」
　高校生にとって大学を出たばかりの若い
教師は身近で、生徒にはお兄さん、お姉さん、
友達のように接してしまう傾向が強いといい
ます。教師と生徒の関係がフレンドリー過ぎ
ることに疑問をもっており、「大人への“壁”
のような存在」として教職生活を歩もうと決
意しています。
　5年前に本学教養学科スポーツ専攻を
卒業。4年間の講師経験を経て、今年度か
ら現任校に赴任しました。保健体育科を担

た。よし！　と教師という仕事に意欲とやりが
いを感じました」
　いまどきの高校生について、「勉強でもス
ポーツでも、全体的に学ぶ意欲が低いと感
じます。挑戦をしない、失敗をおそれて立ち
止まってしまうところが見えます。自分の殻
の中に閉じこもってしまい、自分の可能性を
見切ってしまっている。自分はこんなものだ
と。豊かで何でも与えられて成長したことが
要因かもしれません」
　大学時代に学んだことが、現場でどのよう
に役立っていますか？　という質問には、「一
斉講義で学んだことよりも、双方向のコミュ
ニケーションを重視した授業が印象に残っ
ています。大学を卒業して1年目から担任と
して学級運営を任されるケースが多いわけ
ですから、学校現場の状況がリアルに感じ
取れるような授業を多く取り入れてほしいで
すね」と話します。
　後輩には、「社会人としてのマナーを大
学時代に身につけておくといいと思います。
遅刻をしない、時間を守るということが第一
ではないでしょうか。周りに気を遣うことので
きる人間になってほしいと思います」
　趣味について、「プライベートでも、ランニ
ングや、自転車で走るなど、時間があれば体
を動かしています。心も体もほぐれます」

当し、部活は水泳部の顧問を務めています。
　大学4年の夏まで水泳ひと筋の生活を歩
んできました。「1歳のときに母に連れられて
スイミングスクールに通い始めたのが水泳
との出逢いです。中学高校時代に水泳部
に所属、大学でも4回生の夏まで競技生活
を続けました」
　教職課程は受講していたが、教師になる
とは思ってはいなかったといいます。「母校で
ある大阪府立高校で非常勤講師をさせて
いただいているときに恩師に出逢い、改め
て指導を受けました。恩師は、先生という仕
事は大変だぞといいながら、喜んでくれまし

平成23年度学生表彰決まる
東日本震災ボランティア学生などを顕彰

■浅田鈴佳（あさだ・すずか）＝写真左＝大学院教育学研究科保健体
育専攻２回生【業績概要】陸上競技部に所属し、ハンマー投において、
平成２２年度は、第94回日本陸上競技選手権大会７位入賞、天皇賜
盃第７９回日本学生陸上競技対校選手権大会第４位などの成績を収
め、学長特別表彰を受賞しました。平成２３年度は、同第80回大会で優
勝を果たすなど、２年間にわたり、課外活動において特に顕著な功績が
ありました。
■玉木壽成（たまき・ひさなり）＝教養学科スポーツ・健康科学・生活環
境専攻スポーツコース4回生【業績概要】水上競技部に所属し、フィン
スイミングにおいて、平成２１年度は第２１回フィンスイミング日本選手権
大会で入賞、第１５回フィンスイミング世界選手権に出場し、学長特別
表彰を受賞されました。
　平成２２年度は第２２回フィンスイミング日本選手権大会CMAS（クマ
ス）ビーフィン100m・200m第2位，50m第3位入賞など、４年間にわた
り水上競技部で活躍、課外活動で特に顕著な功績がありました。

■藤井友理香（ふじい・ゆりか）中学校教員養成課程美術・書道専攻
書道コース３回生【業績概要】公益社団法人日本書芸院が主催する
「第１６回全日本高校・大学生書道展」で最高賞の大賞を受賞（全国か
ら応募された１０，７７４点からわずかに５１点だけが選出される超難関の
大賞受賞）、学術において特に顕著な成果を収めました。
■福壽亮太（ふくじゅ・りょうた）教養学科芸術専攻美術・書道コース3
回生【業績概要】奈良県などが主催する「第５８回日本学書展」におい
て、昨年に引き続き、特賞（知事賞）を受賞（特賞総数１３点であるが、
大学生の特賞受賞は２点と限定されている）、学術において特に顕著
な成果を収めました。
■学生チャレンジプロジェクト「しゃべり場」【業績概要】平成２３年度学
生チャレンジプロジェクト採択企画。学生チャレンジプロジェクト「しゃべり

場」は、聴覚障がい学生自らが、障がいのない学生とともに、手話や指
文字等を通して、ともに学び語り合う場、交流の場としての「しゃべり場」
づくり、障がいのある学生も共に学びあう大学づくりをめざすなどの、課
外活動における功績が認められました。
■女子ハンドボール部【業績概要】平成２３年度全日本学生ハンドボー
ル選手権大会準優勝。平成２３年度西日本学生選手権大会優勝な
ど、課外活動において特に顕著な成果を収めました。
■東日本大震災被災障がい者支援プロジェクト【業績概要】特別支援
教育専攻の学生を中心に、五月祭や神霜祭においてクリアファイルや
特産物販売を行い、その収益金を岩手県の特別支援学校や障がい者
作業所に寄付しました。被災された障がい者やその支援状況を知らせる
展示等による啓発活動や、被災した障がい児支援、レスパイトケアの活
動を継続的に行うなど、社会活動における貢献が認められました。
■東北応援団＝写真右＝【業績概要】第二部の学生を中心に、宮城
県石巻市で避難所の清掃や瓦礫撤去作業などの支援活動、また、大
学祭のバザーの売上金を義捐金として被災地に寄付しました。さらに、
学内においては、東北の現状を多くの学生に知ってもらう報告会を開
き、継続的に「伝える」活動を行うなど、社会活動における貢献が認めら
れました。
■東日本大震災復興支援ボランティア【業績概要】宮城教育大学の
要請により学内募集した支援チームに参加、７月３０日～８月６日の間被
災のため授業の遅れている宮城県内の中・高５校で、学習支援を行い
ました。また、現地においては、各自が自発的に様々なボランティア活動
を行うなど、社会活動における貢献が認められました。
■スタディー・アフター・スクール（ＳＡＳ）【業績概要】放課後学習支援
活動として、平成１７年から継続的に活動を行っており、現在は柏原市
内の小学校６校において、週２～３回、年間４０～６０回の活動を行って
います。自主運営により、５～７人の学生がチームを組み、学習支援・特
別活動・創作学習等の様々な活動を行い、社会活動における貢献をと
して認められました。

平成23年度 大阪教育大学「学生表彰」の受賞者が選ばれ、3月9日（金）、事務局棟大会議室で表彰授与式が開かれました。
学術・課外活動、ボランティア活動、人命救助、災害救助等において顕著な功績があり、他の学生の範となる学生を顕彰するもので、
今回は2個人が学長表彰、2個人・6団体が学長特別表彰の栄誉を受けました。
受賞者（団体）の氏名と、受賞理由（概略）は次のとおりです。（順不同・敬称略）

《学長表彰》

《学長特別表彰》
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学長特別
表彰

水泳部の部員たちと
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　同大を卒業後、大阪教育大学大学院教
育学研究科美術教育専攻に入学しました。
稲富啓一郎教授に師事し、2年間学びました。
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要因かもしれません」
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に役立っていますか？　という質問には、「一
斉講義で学んだことよりも、双方向のコミュ
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　附属平野小学校は2月11日（土）、平成23年度授業研究発表会を開催しま
した。研究主題は「学び合い活動を通して個の『考える力』を育てる授業づくり
（第2年次）～『考える力』の変容を捉える～」です。
　本校では、『ひとりで考え、ひとと考え、最後までやり抜く子ども』を学校教育目
標として掲げ、今年度でちょうど50年目を迎えました。
　当日の発表会では、表情豊かに自ら考える子、思いやりをもって友だちと考え
る子、アドバイスを受け入れながらよりよい姿に近づけられるまでやり抜く子…の
育成をめざして、栄養教諭も含めた全教諭が授業を公開しました。「表情豊かに
いきいきと取り組んでいましたね」「下級生に思いやりをもって相手に合わせた活
動を想定されていましたね」「学習の視点を明確にしたことで、その視点を意識し
た子ども同士の声かけができていましたね」。これらは、研究発表会の参観者から
寄せられた声です。
　本校の授業研究とは、学校教育目標の子ども像の育成を支える態度や能力
の中で、「考える力」に重点を置き、その力を育てる活動の最適化として「学び合
い活動」を機軸に授業づくりを進める研究です。その第2年次として、子ども間に
おけるルーブリックの共有、コミュニケーション、全体での振り返りなどのプロセス
を大切にしながら、「考える力」の変容を捉える指導者のはたらきについて追究し
てきました。また、京都大学大学院教育学研究科の田中耕治教授を迎えて、思
考力・判断力・表現力を育む授業づくりやパフォーマンス評価の講演会を開催
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　平成２４年度の政府予算案のうち、国立大学法人運営費交付金を含
めた国立大学関係予算について述べてみます。ややこしい数字の説明
は省きます。
　運営費交付金では、対前年度▲１６２億円、▲１．４％という計算になり
ます。これは過去最高の下げ幅ですから、状況はますます苛烈になってき
たという認識が正しいのではないかと思います。
　一方、授業料免除枠の拡大等の成果ももちろんあります。なかでも「国
立大学改革強化推進事業」として１３８億円が新たに措置されたことは、
画期的なことです。これに当たっては、昨年１２月１９日に財務大臣と文部
科学大臣が合意し、民主党政策調査会長が確認し、それぞれ署名された
「平成２４年度国立大学運営費交付金等について」と題する文書があり
ます。それによると、「今後の我が国の再生に向けて…（１３８億円）を新
設する」ものであり、「具体的な国立大学改革の方針については、…文部
科学省内に設置したタスクフォースにおいて検討を行い、…速やかに改
革に着手する」とされています。
　本学ではこれまで、昨年６月に公表された国大協の「国立大学の機能
強化」の方策を踏まえて、京都教育大学及び奈良教育大学との連携を
推進しているところです。本年１０月からは双方向遠隔授業システムが稼
働し、当面、教養科目の双方向授業が開始されますが、さらにこの新設さ
れた改革強化事業の趣旨を踏まえて一層、連携の方策を進める必要が
あると考えています。
　国の財政状況と相まって国立大学の財政は苛烈さを増す一方ですが、
このように「連携」をキーワードとする機能強化の方策を進めることが当面
の活動となるものと考えています。          （理事・岩川雅士 ２月２３日記）
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※お預かりした個人情報は広報誌「天遊」の送付以外には使用致しません。
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（3つまで。その他は具体的にお書きください。
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（その他    　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　）
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□次号以降、毎号『天遊』を送付希望します。
□今後『天遊』の送付を停止します。どちらかに□をしてください

　「生徒に対し叱るときはきちんと叱ること
ができる、父母のように守ってあげるたくま
しい教師をめざしています」
　高校生にとって大学を出たばかりの若い
教師は身近で、生徒にはお兄さん、お姉さん、
友達のように接してしまう傾向が強いといい
ます。教師と生徒の関係がフレンドリー過ぎ
ることに疑問をもっており、「大人への“壁”
のような存在」として教職生活を歩もうと決
意しています。
　5年前に本学教養学科スポーツ専攻を
卒業。4年間の講師経験を経て、今年度か
ら現任校に赴任しました。保健体育科を担

た。よし！　と教師という仕事に意欲とやりが
いを感じました」
　いまどきの高校生について、「勉強でもス
ポーツでも、全体的に学ぶ意欲が低いと感
じます。挑戦をしない、失敗をおそれて立ち
止まってしまうところが見えます。自分の殻
の中に閉じこもってしまい、自分の可能性を
見切ってしまっている。自分はこんなものだ
と。豊かで何でも与えられて成長したことが
要因かもしれません」
　大学時代に学んだことが、現場でどのよう
に役立っていますか？　という質問には、「一
斉講義で学んだことよりも、双方向のコミュ
ニケーションを重視した授業が印象に残っ
ています。大学を卒業して1年目から担任と
して学級運営を任されるケースが多いわけ
ですから、学校現場の状況がリアルに感じ
取れるような授業を多く取り入れてほしいで
すね」と話します。
　後輩には、「社会人としてのマナーを大
学時代に身につけておくといいと思います。
遅刻をしない、時間を守るということが第一
ではないでしょうか。周りに気を遣うことので
きる人間になってほしいと思います」
　趣味について、「プライベートでも、ランニ
ングや、自転車で走るなど、時間があれば体
を動かしています。心も体もほぐれます」

当し、部活は水泳部の顧問を務めています。
　大学4年の夏まで水泳ひと筋の生活を歩
んできました。「1歳のときに母に連れられて
スイミングスクールに通い始めたのが水泳
との出逢いです。中学高校時代に水泳部
に所属、大学でも4回生の夏まで競技生活
を続けました」
　教職課程は受講していたが、教師になる
とは思ってはいなかったといいます。「母校で
ある大阪府立高校で非常勤講師をさせて
いただいているときに恩師に出逢い、改め
て指導を受けました。恩師は、先生という仕
事は大変だぞといいながら、喜んでくれまし

　本学池田地区附属学校研究会は2月24
日（金）、附属池田小学校、附属池田中学
校、附属高校池田校舎を会場に研究協議
会を開催し、約900人が参加しました。
　池田地区附属学校小中高では、「自立し
協同する力を育む教育」をテーマに共同研究
を進めてきました。「生きる力」をもった社会に
貢献できる人間育成をめざしたもので、「コ
ミュニケーション力を基盤として」をサブテーマ
に自立と協同の姿を明らかにしています。
　2年次に当たる今年度の研究では、児童・
生徒が自らの学習活動の中で、豊かな言語
活動、授業を展開してきており、各教科・領域
にわたる公開授業や研究協議会でその成果
の一端を紹介しました。

し、研究課題の解決をめざしました。
　このような研究の継承と第３年次への発展に向け、大阪
府教育委員会・大阪市教育委員会・堺市教育委員会の後
援、ならびに、大阪教育大学との連携のもと、引き続き、研究
の灯火を子ども・保護者・地域、そして、公立学校へ照らし続
けたいと考えています。            　 

　附属天王寺小学校は、２月１８日（土）に平成
２３年度研究発表会を開催し、全国から約８００
人の参加がありました。天王寺地区共同研究
テーマ「人間と科学の調和を拓くリテラシー教
育」を受け、「創造性を育成する授業Ⅱ」をテー
マに充実した研究発表会となりました。
  午前の全体会では、創造性を育成するために
重視するポイントについて森保研究部長の説
明があり、その後２１の授業が公開されました。
午後は各教科等の９つの分科会を開き、提案
や授業について討議が行われました。その後、
林龍平教授（天王寺地区共同研究協議会ア
ドバイザー）をコーディネーターに、柳本朋子教
授（算数）、小島律子教授（音楽）、手取義宏
准教授（社会）、佐藤賢司准教授（図画工作）
をパネリストに、「学校教育と創造性について」
をテーマにしたシンポジウムも行われました。

（

（

（

（
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「いのちをみつめよう～ブラックジャック」
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た子ども同士の声かけができていましたね」。これらは、研究発表会の参観者から
寄せられた声です。
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ドバイザー）をコーディネーターに、柳本朋子教
授（算数）、小島律子教授（音楽）、手取義宏
准教授（社会）、佐藤賢司准教授（図画工作）
をパネリストに、「学校教育と創造性について」
をテーマにしたシンポジウムも行われました。

（

（

（

（

附属池田小学校の道徳授業
「いのちをみつめよう～ブラックジャック」

図画工作科の公開授業

1年生国語「ろくべえまってろよ」（灰谷健次郎作）

附属高校池田校舎の公開授業（総合学習）「世界がもし100人の村だったら」
～高校生による、中学生のためのワークショップ～
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「放射能」についての勉強会

s p r i n g . 2 0 1 2  

［
天
遊
 vol.21］

        2012年
4月
発
行
 企
画
・
編
集
・
発
行
／
国
立
大
学
法
人
大
阪
教
育
大
学
管
理
部
企
画
課
広
報
室
 〒
582-8582大

阪
府
柏
原
市
旭
ヶ
丘
4-698-1  T

E
L.072-978-3344　

F
A
X
.072-978-3225    E

-m
ail  kouhou@

b
ur.osaka-kyoiku.ac.jp

　「天遊」は、荘子の言葉から引用されたも

ので、人間の心の中に自然に備わっている

余裕をあらわしています。キャンパス統合

移転の記念に旧師範学校以来の同窓会3団

体から寄贈された記念碑に銘文として刻

まれています。記念碑の揮毫は、水嶋昌（山

耀）本学名誉教授によるものです。

「天遊」とは

本誌にご意見をお寄せください。
　広報室では、今後の誌面づくりに皆様のご意

見を積極的に取り入れていきたいと考えていま

す。ご感想やご意見、大阪教育大学についてお知

りになりたいことなどを、はがきまたはwebア

ンケートでお聞かせください。

本紙は再生紙を使用し、環境にやさしいベジタブルインキで印刷しています。

この印刷物は、16,000部を826,200円で、すなわち1部51.64円で作成しました。

　本学卒業生で現在本学教養
学科芸術専攻の非常勤講師で
ある短編アニメーション作家の
和田淳（わだあつし）氏が、世界
三大映画祭の一つである第62
回ベルリン国際映画祭で「銀熊
賞」（審査員賞）を受賞しました。
同氏が監督を務めたフランスの
短編アニメーション映画「グレー
トラビット」が、高く評価されたも
のです。

　和田氏は、教養学科芸術専
攻美術コースで学び、3回生の
時に独学でアニメーション制作
を始めました。これまでに短編や
アニメの国際映画祭で数多くの
賞を受賞し、2007年からは本学
非常勤講師としてアニメーション
を教えています。
　芸術講座の江藤亮准教授は
「平成22年のベネチア映画祭
での上映も驚きましたが、今回は
それを上回っています。和田君に
は、非常勤講師として芸術専攻
の授業を担当していただいてい
るので、直接学んだ学生たちも
大変喜んでおります。現在は在
外研修員としてイギリス滞在中
ですが、今年9月に帰国してすぐ、
後期の授業を担当される予定で
す。これからも、本学の学生に夢
と希望を提供し続けて欲しいと
願っております」と話しています。

　公開講演会「ＣＡＲＥプログラム
の実際－研究と実践に学ぶ」を1月
26日（木）、天王寺キャンパス・ミレ
ニアムホールで開催しました。
　ＣＡＲＥとは、米国のシンシナティ
子ども病院のトラウマ治療研修セ
ンターで開発された、子どもと関わ
る大人のための心理教育的介入
プログラムです。講師は、アメリカ・
シンシナティ大学のバーバラ W．
ボート博士（ＤＲ．Barbara　Ｗ．
Boat）で、ＣＡＲＥプログラムの開発
者であり、実践家へのトレーニング
部門のディレクターです。
　このプログラムでは、落ち着きが
なかったり、困った行動をしてしまい
がちな子どもとの関係を、今より良
好に、互いの絆を強めることをめざ
しています。
　ボート博士は、「“ドアを開けてく
れたのが嬉しい”“時間通り勉強を
やり遂げたことが素晴らしい”など、
子どもが何をどのようにほめられて
いるのかが分かるように具体的に
声を掛けるのがポイント」など、母親
と娘のデモンストレーションなどをま
じえながら、場面場面でどのように
効果的なやりとりをしたらいいのか、
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アドバイスを行いました。

　学生広報グループDAIKYO 
PRESS(大教プレス)が、1月25日
(水)に「放射能」についての勉強
会を柏原キャンパスで開催し、本
学学生約20人が参加しました。
　今回の勉強会は、将来教師や
親となった時、「放射能」について
子どもにきちんと伝えるために、基
本的な知識を身につけることを目
的としています。
　講演では、まず鵜澤武俊准教
授（教養学科自然研究講座）が、
放射線の単位や除染について、
実際に「GM管式サーベイメー
ター」（携帯用放射線測定器）を
使いながら説明しました。さらに、松
本鉄也教授（教養学科健康生活
科学講座）が、人体の影響につい
て、医療現場の写真などを使い説
明しました。
　学生は熱心に耳をかたむけ、講
演後には活発な質疑応答が交わ
されました。最後に、子どもに伝え
ていくために「今日からできること」
をテーマに学生同士で意見交換
が行われました。

　新入生のみなさん、入学おめでとうございます。
　さて、みなさんは、大学時代に何を経験してみようと考えていますか。もちろん、勉学に勤
しむといったこともあるでしょうが、大学時代にしかできない経験、大学時代にこそしておくべ
き経験とは何かを考えてみてください。
　例えば、リュクサックを背負ってしばらく海外を放浪してもいいし、１か月部屋にこもって読
書に熱中するのもいい、サークル活動に没頭してもいいと思います。ただ、その経験が何の
役に立つのかということはあまり考えない方がいいかもしれません。何のためにこういうことを
経験しておこうといったことでは、その経験の本当の意味や価値をつかみ損なうことになり
かねません。いずれにせよ、目先のことにこだわらず、今ここで何かに打ち込んでみる、そん
な経験をしてみてほしいと考えています。それこそが、大学時代ならではの豊かな経験にな
るに違いありません。そのことをわたしからの「新入生へのメッセージ」とします。

新入生への
メッセージ

卒業生
CATCH！

附属学校園
ウォッチ

STUDENTS
NOW

TOPICS卒業予定者インタビュー
Goes The Distance

ラボ訪問

大阪教育大学長　長尾 彰夫

教員養成課程長　石田 雅人 教養学科長　高橋 誠 夜間学部主事　田中 俊弥

新入生へのメッセージ新入生へのメッセージ
大学時代にしかできない経験を

　入学おめでとうございます。これからの学
生生活を、将来を見据えた意義深い時間に
するために、思考力と感性を磨くことに時間を
割いてみませんか。いかにして磨けばいいの
でしょうか。その一歩は、多面的な視点を養う
ことです。それが感性の豊かさにもつながると
思います。その点で、現在の大阪という地は、
それを可能にする状況にあります。
　「教育の在り方」に関してかまびすしく論議
されています。教育の中立とは何か、民意は
教育にどのように反映されるべきか、子どもの
学力向上のために何をなすべきか、国際競
争力の育成のためどのような方法が良いの
か、などなど。少し大きい問題ですが、関心を
もつことによって、「見通す力」を養いましょう。

　新入生のみなさん、大学生活は順調にスタート
しましたか。現時点で将来の生き方の目標が定
まっていない人もいるでしょう。たとえ目標が定まっ
ていなくても、チャレンジ精神をこの４年間の大学
生活で育むことができれば、きっと将来の生き方の
選択肢は広がると思います。
　まずは目の前の小さな興味から出発しても良い
のですが、物事の探求に「凝る」ということが大切
です。これは勉学だけでなく趣味などにも当てはま
ることです。他にはない「自らのもの」と言えるに至
るまで探求を持続してください。こうした「自らのも
の」を諦めずに追求する時期が大学４年間です。
４年間の各年次で「自らのもの」をどれだけ獲得し
たかが大学生活の充実度に繋がっています。「自
らのもの」の獲得は、「やれば出来る」というチャレ
ンジ精神を育み、生き方の選択肢を広げてくれる
はずです。そうした道程の出発点が大学１年次で
す。この１年間を大切にしてほしいと思います。

　ようこそ大阪教育大学へ。昭和24年
（1949）に大阪学芸大学として再編された本
学は、昭和29年（1954）、全国唯一の夜間の
小学校教員養成5年課程（3年次編入を含
む）である第二部をスタートさせました。第二
部も、もうすぐ還暦を迎えます。
　本学の特徴のひとつは、「多様性」と「総合
性」にあります。グローバルな時代社会のなか
にあって、大切なことは、世界に開かれた個
性であるかと思います。志を高くもち、多様な
仲間と切磋琢磨しながら、しなやかな知性を
もった総合力のある人格をめざして日々研鑽
につとめ、ゆるぎない自己を確立してください。
　道は、進むところからできていく。ともに前進
していきましょう。

多角的な目を
もちましょう

志を高くもち
自己を確立
しよう！

「やれば出来る」
というチャレンジ
精神を


